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 ４月28日、春季消防演習が開催
されました。今年は、加藤嘉久団
長以下約300名の消防団員や幼児
消防クラブの園児が舟形本町通り
を分列行進しました。また、アユ
パークでは、小・中隊訓練や一斉
放水訓練など、日ごろの鍛錬の成
果を披露しました。

表紙の紹介

MAY 2024
VOL.7835

　会
場
ま
で
陽
ざ
し
の
中
を
歩
き

続
け
る
に
は
暑
く
て
、
木
陰
の
ベ

ン
チ
に
腰
掛
け
上
着
を
脱
ぎ
、
汗

を
入
れ
ま
し
た
。
木
漏
れ
日
と
と

も
に
爽
や
か
な
風
が
吹
い
て
、
ふ

と
、
永
田
町
界
隈
で
初
め
て
爽
や

か
さ
を
感
じ
た
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
誠
に
勝
手
な
が
ら
、

永
田
町
に
爽
や
か
さ
は
無
縁
だ
と

い
う
先
入
観
も
あ
り
、
自
分
と
し

て
は
た
い
へ
ん
な
驚
き
で
し
た
。

舟
形
町
に
帰
っ
て
く
る
と
、
爽
や

か
さ
の
度
合
い
が
ま
っ
た
く
違
う

こ
と
を
す
ぐ
に
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。　今

、
町
で
は
し
ろ
か
き
や
田
植

え
が
始
ま
り
、
山
々
の
新
緑
が
萌

え
、
生
命
の
息
吹
が
風
と
な
っ
て

吹
き
わ
た
り
、
爽
や
か
さ
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
爽
や
か
さ
は
、

感
覚
的
な
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
都
会
に
は
な
い
町
の
財
産
で

す
。
今
年
、
町
制
施
行
７０
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
こ
の
爽
や
か
さ
は

８０
周
年
、
１００
周
年
と
繋
い
で
い
き
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
も
感
じ
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
町

の
宝
物
の
一
つ
で
す
。

　残
念
な
が
ら
、
爽
や
か
な
容
姿

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
私
で
す

が
、
町
の
爽
や
か
さ
を
守
る
た
め

に
、
普
段
は
１
日
５００
歩
ほ
ど
が
、

一
万
歩
を
超
え
て
歩
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
と
も
、
国
へ
の
要
望
活

動
を
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

爽
や
か
さ

森

　富
広

▼
学
事
係

　
学
校
施
設
設
備
（
保
・
小
・
中
）
の
整
備
、
学
校
給

食
事
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
体
制
整
備
、
児
童
・
生
徒
の
就

学
や
学
校
組
織
編
成
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
管
理
、

保
育
所
管
理
運
営
、
学
童
保
育
所
管
理
運
営
、
教
育
関

連
補
助
金
事
務
、
教
育
委
員
会
事
務
局
事
務
な
ど

▼
社
会
教
育
係
　

　
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
事
業
の
実
施
、
公
民
館
・
図

書
館
・
民
俗
資
料
館
の
管
理
運
営
、
社
会
教
育
関
係
団

体
等
に
対
す
る
指
導
・
助
言
・
支
援
、
文
化
財
の
保

護
・
活
用
、
文
化
事
業
の
実
施
な
ど

▼
社
会
体
育
係
　

　
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供
、

指
導
者
の
育
成
と
確
保
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
管
理
運

営
な
ど

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
舟
形
町
役
場
へ

各
課
の
紹
介
と
と
も
に
課
で
取
組
ん
で
い
る
事
業
や
業
務
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
旬
の
地
元
食
材
や
伝
承
野
菜
、
郷
土
料
理
、

行
事
食
、
シ
ェ
フ
考
案
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
る
よ
う
工
夫
し
な
が

ら
毎
日
の
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
舟
形
町
の
豊
か
な

食
文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
、
生
産
者
へ
の
感

謝
の
心
と
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　☎（
３２
）２
３
７
９

日
本
一
の
お
い
し
い
給
食

食
育
推
進
事
業

　
舟
形
町
か
ら
出
土
し
た
国
宝
土
偶
「
縄
文

の
女
神
」の
全
国
へ
の
情
報
発
信
と「
縄
文
の

女
神
ま
つ
り
」や「
縄
文
の
女
神
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
、
縄
文
文
化
に
親
し
む
機
会
の

創
出
と
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
教
育
課
社
会
教
育
係

　☎（
３２
）２
２
４
６

国
宝
土
偶
「
縄
文
の
女
神
」

活
用
・
発
信
事
業

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
「
個
別
最
適

化
さ
れ
、
創
造
性
を
育
む
学
び
」
を
実
現
さ

せ
る
国
の
取
組
み
で
す
。
特
に
町
で
は
、
令

和
６
年
度
は
「
単
線
型
の
学
び
か
ら
複
線
型

の
学
び
へ
の
変
革
」「
校
務
の
Ｄ
Ｘ
」に
つ
い

て
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
使
っ
て
「
複
線
型
の
学
び
」
へ
と
学

び
方
を
変
え
て
い
く
と
と
も
に
、
教
科
書
に

準
拠
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
「
キ
ュ
ビ
ナ
」
の

一
層
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　☎（
３２
）２
３
７
９

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
洋
性
ス

ポ
ー
ツ
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
体

育
館
は
年
間
を
通
じ
開
放
し
、
７
月
か
ら
は

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
方
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
は
「
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、１
月
に
は「
新
春

町
民
な
わ
と
び
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
教
育
課
社
会
体
育
係

　☎（
３２
）３
５
０
１

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
活
用
事
業

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
！

　

教育課長
森　英利（富田第１）

　
町
の
教
育
目
標
は
「
地
域
に
育
ち
、
地
域

を
育
て
る
町
民
の
育
成
」
で
す
。
ま
た
、
舟

形
町
教
育
指
導
の
目
標
は
「
共
に
生
き
る
力

を
持
っ
た
子
ど
も
の
育
成
」
で
す
。
就
学
前

教
育
を
担
う
保
育
園
と
小
・
中
学
校
で
、「
共

に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
保
・
小
・
中
の
連

携
、
協
力
に
よ
る
一
貫
教
育
の
充
実
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
大
人
も
、

楽
し
く
生
き
生
き
と
「
学
び
」
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

特集　いらっしゃいませ、舟形町役場へ　Vol.2

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、教
育
課
へ

いらっしゃいませ、舟形町役場へ

めがみちゃんの令和６年度舟形町事業紹介♪
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ふなトピ

まちかど掲示板

地域おこし協力隊コラム「舟形見聞録」

新刊書の紹介、舟形文芸ひろば

舟形産直だより、舟形まんぷく物語、カメラアングル

第10回ヒストリックカーミーティングin舟形

課　長　　　森　　英利

学事係　　☎（32）2379
課長補佐　　　沼澤　辰成
学校教育指導主幹
　　　　　　　渡辺　　正
ＩＣＴ教育指導主幹
　　　　　　　横田　政美
主　任　　　　小島　香菜
主　事　　　　柴田　　茜
主　事　　　　渡部　泰生
事務補助員　　滝沢さつき

社会教育係　☎（32）2246
課長補佐　　　　沼澤　辰成
主　任　　　　　渡辺　伸雄
主　任　　　　　曽根田　唯
主　事　　　　　川瀬　菜緒
事務補助員　　　渡邊　愛美

社会体育係　☎（32）3501
係　長　　　　　八鍬　照光
主　事　　　　　奥山　日和
スポーツ指導員　浅沼　　勇

～教育課メンバー紹介～
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模
擬
議
会

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
！

　

住民税務課長
豊岡　将志（長者原）

　
住
民
税
務
課
な
ら
び
に
危
機
管
理
室
は
、

住
民
基
本
台
帳
事
務
、
戸
籍
事
務
、
賦
課
徴

収
事
務
、
生
活
安
全
事
務
、
防
災
・
危
機
管

理
事
務
な
ど
、
よ
り
身
近
な
業
務
を
通
じ
、

み
な
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
、「
住
民
フ
ァ
ー

ス
ト
」
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
総
合
窓
口
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

議会事務局長
相馬　広志（長者原）

　クールビズは、地球温暖化の対策として冷房に頼りすぎず、軽装をすること
で夏を快適に過ごす取組みのことです。

特集　いらっしゃいませ、舟形町役場へ　Vol.2 特集　いらっしゃいませ、舟形町役場へ　Vol.2

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
！

　

▼
住
民
係
　

　
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
戸
籍
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
、
保
護
司
会
、

人
権
擁
護
委
員
、
斎
場
管
理
な
ど

▼
税
務
係
　

　
賦
課
徴
収
事
務
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民

健
康
保
険
税
・
軽
自
動
車
税
・
法
人
税
）、
た
ば
こ
税
、

入
湯
税
、
所
得
税
、
住
民
税
の
申
告
相
談
、
地
籍
調
査

な
ど

▼
生
活
安
全
係

　
交
通
安
全
対
策
、
地
域
安
全
及
び
防
犯
、
環
境
衛
生
、

消
費
者
行
政
な
ど

▼
危
機
管
理
室

　
消
防
防
災
（
舟
形
町
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
）、

水
防
、
災
害
対
策
な
ど

課　長　　　豊岡　将志（危機管理室長）
課長補佐　　植松　昌人
税務係　　☎（32）0466
係　長　　　　岸　　崇司
主　事　　　　池添　佳歩
主　事　　　　佐藤　大輝
主　事　　　　矢口　就翔
徴税嘱託員　　渡辺美智江

住民係　　☎（32）0211
課長補佐　　　八鍬　俊勝
係　長　　　　八鍬　　舞
主　事　　　　髙橋みなみ

生活安全係　☎（32）0155
主　任　　　　　菅　　剛大
交通安全専門指導員
　　　　　　　　磯谷　久実

危機管理室　☎（32）0155
係　長　　　　　宇都木俊昭
主　事　　　　　笹　　夏門

～住民税務課メンバー紹介～

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、

　
　
　
　
　住
民
税
務
課
へ

　
特
殊
詐
欺
や
、
悪
質
な
電
話
勧
誘
販
売
に

よ
る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
目
的
と
し

て
、
迷
惑
電
話
防
止
機
能
が
あ
る
電
話
機
と

周
辺
機
器
を
購
入
す
る
費
用
に
対
し
、
補
助

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

　☎（
３２
）０
１
５
５

　
７
月
27
日
に
25
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し

た
、
模
擬
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
町
民
の
方

が
模
擬
議
員
に
な
っ
て
、
町
政
に
対
す
る
疑

問
、
意
見
お
よ
び
提
案
な
ど
に
つ
い
て
、
実

際
の
議
会
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
一
般
質
問
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
模
擬
議
会
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
意
見
を
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
政
や
議

員
活
動
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
議
会
事
務
局    

☎（
３２
）０
０
３
０

特
殊
詐
欺
防
止
機
能
付
き
電
話
機
等

購
入
費
補
助
事
業

　
猫
の
適
正
な
管
理
と
良
好
な
生
活
環
境
の

維
持
を
目
的
と
し
て
、
猫
の
不
妊
手
術
お
よ

び
去
勢
手
術
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、
補
助

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

　☎（
３２
）０
１
５
５

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
補
助
事
業

　
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ

て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
が

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

取
得
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
住
民
税
務
課
住
民
係

　☎（
３２
）０
２
１
１

　
地
震
や
台
風
、
大
雨
な
ど
の
災
害
に
備
え
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
役
割
や
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
、
講
師
を
招
い
て
学
び
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
住
民
税
務
課
危
機
管
理
室

　☎（
３２
）０
１
５
５

自
主
防
災
組
織
研
修
会

　
舟
形
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
み
な

さ
ん
に
税
の
必
要
性
や
役
割
を
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
実
際
に
学
校
に
訪
問

し
、
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
や
１
億
円
レ
プ
リ
カ
な

ど
の
教
材
を
使
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
住
民
税
務
課
税
務
係

　☎（
３２
）０
４
６
６

租
税
教
室

　
住
民
係
窓
口
で
証
明
書
等
の
交
付
手
数
料

の
支
払
い
が
で
き
る
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
型

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
）

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
場
で
決
済
が
完

了
す
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
感
染
症
の
拡

大
リ
ス
ク
低
減
や
決
済
時
間
等
の
短
縮
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
計
室
窓
口
に
も
セ

ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
を
導
入
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
住
民
税
務
課
住
民
係

　☎（
３２
）０
２
１
１

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、

　
　
　
　
　議
会
事
務
局
へ

▼
議
会
事
務
局

　議
会
・
委
員
会
の
庶
務
、
記
録
の
整
理
、

請
願
・
陳
情
の
処
理
、
議
会
の
傍
聴
に
関

す
る
こ
と
な
ど

クールビズ 実施中

クーリングシェルター
～がまんせず、熱中症予防を～

▼実施内容／町では、涼しく快適に過ごせるノーネクタイ・ノージャケットを基本
　とした軽装化の取組みを行なっています。会議などには軽装でお越しください。
▼実施期間／～10月11日（金）
▼問い合わせ／舟形町総務課総務係　☎（32）2111

　クーリングシェルターとは、冷房が効いた部屋を開放し、暑さをしのぎ熱中症などの対策に役立てる施
設のことです。熱中症対策として、危険な暑さから身を守り、どなたでも自由に休憩が取れるように、冷
房設備がある町内の公共施設を「クーリングシェルター」として開放します。

▼開設期間／～10月11日（金）
▼場所・利用時間／
　舟形町役場　　　　　１階ロビー　午前８時30分 ～ 午後５時15分
　中央公民館　　　　　１階図書室　午前８時30分 ～ 午後５時15分
　観光物産センター　　待合室　　　午前８時30分 ～ 午後５時
　生涯学習センター　　１階事務室　午前８時30分 ～ 午後５時15分
　農村環境改善センター１階事務室　午前８時30分 ～ 午後５時15分
▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係　☎（32）0104

～暑さに負けない爽やかな装いと笑顔でお迎え～

議会事務局長　相馬　広志

議会事務局　☎（32）0030
主　事　　　　　沼澤　靖子
事務補助員　　　大場　正江

～議会事務局
　　　 メンバー紹介～

　
令
和
６
年
３
月
定
例
会
か
ら
議
会
中
継
と

録
画
配
信
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ん
に
は
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
意

思
決
定
の
過
程
を
ぜ
ひ
視
聴
し
て
い
た
だ
き
、

町
議
会
を
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
の
傍
聴
に
も
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
議
会
事
務
局
は
、

議
会
の
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。
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令和６年度 舟形町事業紹介♪の

水稲用機械共同導入事業（事業費5,000千円）４つ目
　の注目事業

～こんな事業です～
　農業者（認定農業者を含む）の営農継続と農地集積化促進を目的に、水稲経営における他農家

との機械（新品・中古どちらでも可）の共同導入にかかる経費の一部を支援します。

〇対象機械（導入金額500千円以上）
　トラクター、田植機、コンバイン、乾燥機、色彩選別機、
　フォークリフト、フレコン計量器
〇補助率１／３（上限800千円）以内

▼問い合わせ／舟形町農業振興課農政企画係　☎（32）0947

町総合発展計画（後期短期アクションプラン）策定事業（事業費633千円）５つ目
　の注目事業

～こんな事業です～
　これまでの前期短期アクションプラン（５年間）の取組みを検証し、社会情勢の変化や町民ニー

ズの動向を踏まえながら、次期短期アクションプランを定めます。

　舟形町総合発展計画は、総合的で計画的な行政の運営を図

るための、長期的なまちづくりの指針となるものだミン。

　町の行政目標を達成するための最上位計画なんだミン。

▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係　☎（32）0104

町制施行70周年記念事業（事業費9,979千円）６つ目
　の注目事業

▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係　☎（32）0104

……ふるさとづくり応援基金（ふるさと納税の寄付金）を活用した事業

帯状疱疹ワクチン予防接種助成（事業費315千円）１つ目
　の注目事業

▼問い合わせ／舟形町健康福祉課地域保健係　☎（32）0810

おたふくかぜ予防接種助成（事業費200千円）２つ目
　の注目事業

～こんな事業です～
　帯状疱疹の発症および重症化を予防するため５０歳以上の希望者に対し、接種費用の一部を助

成します。

　接種にかかる費用は生ワクチン１回接種が８千円、不活化ワクチン接種が約２万円×２回程度

となっています。町ではこの１/２を助成します。

▼問い合わせ／舟形町健康福祉課地域保健係　☎（32）0810

肺炎球菌ワクチン予防接種助成（事業費340千円）３つ目
　の注目事業

▼問い合わせ／舟形町健康福祉課地域保健係　☎（32）0810

第2弾

　帯状疱疹とは、体内に潜伏している水疱瘡のウイルスによって引き起こされる病気です。
発症すると体の片側に発疹が広がり痛みを伴うことも多くあります。

たい じょう ほう しん ふ
る

 

さ
と

活用額 300千円

活用額 200千円

活用額 300千円

活用額 5,000千円

活用額 9,900千円

みずぼうそう

～こんな事業です～
　おたふくかぜの蔓延や罹患による重症化を予防するため、ワクチン接種１回あたり自己負担額

の１／２（上限４千円）を助成します。Ⅰ期とⅡ期の各１回、最大２回の助成が受けられます。

かんりまんえん

②Ⅱ期
５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年間

①Ⅰ期
１歳以上２歳未満

～こんな事業です～
　肺炎球菌感染症とは、気管支炎、肺炎、敗血症などの重い合併症を起こすことがある病気です。

次の①～③の方に４千円を助成します。

～こんな事業です～
　地域映画「想いは未来へ」の上映に加え、記念表彰や子どもたちによる未来へのメッセージ発

表など『次の１０年に繋がる』町制施行７０周年記念式典を行うほか、デジタル記念誌の作成など

の事業を予定しています。

① 満65歳以上の方（定期接種として個人に案内を送付しています）
② 満66歳以上の方でこれまで高齢者肺炎球菌予防接種をしたことがない方
③ ワクチンの接種から５年以上経過し、医師が必要と認めた方

町制施行70周年
記念式典

町制施行70周年記念
デジタル記念誌の作成

など

来場者や子どもたちへ
記念品贈呈

ほっしん

　めがみちゃんは今日も舟形町のために大忙し。このページでは令和６年度　に第７次総合発展計画の５年目として舟形町で取組む

事業について、注目事業を紹介します。
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と
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全国統一防火標語

令和５年度消防関係功労表彰消防団の仲間を募集します
地域の安全を守る仲間になりませんか
●報酬／消防団活動に対して報酬が支給されます。
●補償制度／消防団在籍中に、死亡・負傷などした場合、療養補償や休業補償などの補償制度があります。
●退職報償制度／階級および在団年数に応じて退団年度に退職報償金が支給されます。

予備消防団員を募集します

野焼きは原則禁止！！
今年に入って県内では124件の火災が発生し、
その内67件が野焼きによる火災です。

お住いの地区で消防力を生かしませんか
●加入条件／原則、舟形町消防団を退団された方
●活動範囲／お住いの地区（他地区での活動、演習などには不参加）
●活動内容／①火災の予防・発見・通報　②消防本部または消防団が来るまでの初期消火
●報酬・退職報償制度／なし
●補償制度／活動中に死亡・負傷（入院）された場合に適応する補償制度があります。
●その他／予備消防団専用ヘルメットを貸与します。

　枯草、剪定枝やごみなどを焼却中に周囲に延焼して火災となった
ケースが多発しております。火の扱いに十分注意しましょう。
● 強風時および乾燥時には、たき火、野焼きなどをしない。
● 枯れ草などのある火災が起こりやすい場所では、たき火をしない。
● たき火など火気の使用中は、その場を離れず、使用後は完全に消火する。
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長
沼
　
宏
明

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
佐
藤
　
晴
生

○
永
年
勤
続
表
彰
（
45
年
）

　
団
長
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
嘉
久

○
永
年
勤
続
表
彰
（
35
年
）

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
松
田
　
清
隆

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
　
勇

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
坂
上
　
　
洋

○
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
）

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
　
祐

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
土
田
　
　
篤

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
秀
樹

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
　
毅

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
後
藤
　
淳
一

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
渡
邊
　
雄
一

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
寛
幸

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
斎
藤
　
一
宏

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
田
中
　
真
人

 

７
．団 

長 

表 

彰

○
優 

良 

分 

団

　
第
３
分
団

○
優
　良
　部

　
第
５
分
団
第
11
部

「守りたい　未来があるから　火の用心」

令和５年度消防関係功労表彰

　４月28日、春季消防演習が開催され、地域の安全・消防団の活性化と予防消防に尽力した消防団員の
みなさんが次のとおり表彰されました。

せんていえだ

▼問い合わせ／舟形町住民税務課危機管理室　☎（32）0155
　　　　　　　※消防団への入団は危機管理室または各消防団
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豊作の願いが込められた前掛け

堀内田植え踊り保存会
伊藤千代喜さん（堀内）

木島靜江さん（洲崎）
に伺いしました

堀内小学校児童への指導風景

テデ棒
馬の毛
　早苗を表す

鉄の輪
　初駒（子馬）の
　くつわを表す

平成26年当時の堀内田植え踊り保存会のみなさん
（日本一さくらんぼ祭「民俗芸能のつどい」にて）

　堀
内
田
植
踊
り
は
、
堀
内
地
区

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
す
。
昭
和

３７
年
に
舟
形
町
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　踊
り
手
４
人
ま
た
は
６
人
と
歌

い
手
２
人
、
三
味
線
、
笛
、
太
鼓
、

鉦
の
４
人
囃
子
か
ら
な
り
、
踊
り

手
は
馬
の
毛
と
鉄
の
輪
で
作
ら
れ

た
「
テ
デ
棒
」
を
振
り
な
が
ら
踊

り
ま
す
。
衣
装
は
田
植
え
の
服
装

で
、
法
被
に
も
も
ひ
き
、
鉢
巻
き

姿
で
履
物
は
足
袋
に
草
履
で
す
。

　踊
り
手
４
人
に
よ
る
口
上
の
後
、

「
正
月
」「
四
方
か
た
め
」「
あ
が
り

は
か
」
の
３
曲
を
披
露
し
ま
す
。

　堀
内
田
植
踊
り
は
２
０
０
年
以

上
前
に
最
上
川
舟
運
の
水
夫
た
ち

か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
は
現
在
の
様
に
陸
路
が

発
達
し
て
お
ら
ず
、
日
本
海
か
ら

内
陸
へ
と
続
く
最
上
川
は
重
要
な

移
動
経
路
で
し
た
。
最
上
川
に
面

す
る
堀
内
地
区
は
舟
の
往
来
も
多

く
、
ま
た
新
庄
領
内
を
流
れ
る
最

上
川
の
最
上
流
部
に
位
置
す
る
た

め
、「
川
舟
改
所
」
と
い
う
交
通
の

関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　最
上
川
の
洪
水
や
冬
の
雪
に
よ

り
、
水
夫
た
ち
は
何
日
間
も
堀
内

地
区
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
期
間
の
堀
内
の
若
者
と
の
交

流
の
中
で
、
田
植
踊
り
が
伝
え
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　水
夫
た
ち
か
ら
踊
り
を
教
わ
っ

た
堀
内
田
植
踊
り
の
一
行
は
、
旧

正
月
の
１５
日
〜
２０
日
ま
で
堀
内
地

区
を
踊
り
歩
き
、
豊
作
を
祈
願
し

た
そ
う
で
す
。

　昭
和
３７
年
に
「
堀
内
田
植
え
踊

り
保
存
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
が
、

昭
和
５０
年
代
に
入
る
と
踊
り
手
や

囃
子
の
担
い
手
が
減
少
し
、
田
植

踊
り
は
消
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
当
時
、

堀
内
小
学
校
の
教
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
木
島
靜
江
さ
ん
（
洲
崎
）

ら
が
昭
和
５８
年
に
「
堀
内
子
ど
も

田
植
踊
り
」
を
立
ち
上
げ
、
堀
内

小
学
校
の
児
童
た
ち
に
堀
内
田
植

踊
り
を
伝
承
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
後
継
者
た
ち
に
よ
り
活
動
は
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年

以
降
は
練
習
や
出
演
を
休
止
し
て

い
ま
す
。

千
秋
万
事
ま
ず
も
っ
て

　
　 

め
で
と
う
ご
ざ
る

ふながたの「お宝」。舟形町のもの、人、場所などをシリーズで
紹介します。第10弾は「堀内田植え踊り保存会」です。

踊り手がめでたい口上を述べる

動きが大きく、華やかな振付け

早乙女による優美な踊りが花を添える

堀内田植踊りの特徴

　堀
内
田
植
え
踊
り
保
存
会
は
、
堀
内

田
植
踊
り
の
保
存
と
伝
承
を
目
的
に
活

動
し
て
い
て
、
依
頼
が
あ
る
と
積
極
的

に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　田
植
踊
り
は
も
と
も
と
正
月
に
堀
内

地
区
の
各
家
を
周
り
、
土
間
や
座
敷
な

ど
で
披
露
さ
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
で
、

昭
和
３０
年
く
ら
い
ま
で
は
続
い
て
い
た

と
先
輩
方
か
ら
は
聞
い
て
い
ま
す
。

　私
が
保
存
会
に
入
っ
た
の
は
、
メ
ン

バ
ー
が
高
齢
化
し
継
続
が
難
し
い
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
伝
統
を
守
る
た
め
力

を
借
り
た
い
と
誘
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

入
っ
た
ら
す
ぐ
に
出
演
依
頼
が
舞
い
込

み
、
こ
れ
ま
で
町
内
外
の
催
し
物
で
披

露
し
て
き
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
、
保
存
会
の
ほ
か
、
青
年

団
、
若
夫
会
な
ど
、
地
域
の
活
動
を
と

お
し
て
堀
内
で
育
ち
、
暮
ら
し
て
き
ま

し
た
。

　し
か
し
、
少
子
化
や
堀
内
小
学
校
の

閉
校
に
伴
い
、
田
植
踊
り
の
伝
承
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や

大
人
も
、
堀
内
の
宝
で
あ
る
田
植
踊
り

を
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
未
来
へ
と

伝
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

踊
り
手
の
伊
藤
さ
ん

堀
内
へ
の
思
い

＜堀内田植踊りの出演について＞
　ふながた若鮎まつり、芸能フェスティバル、最上

地区民俗芸能フェスティバルなどに出演しています。

歴史ある堀内田植踊りをぜひご覧ください。

▼問い合わせ／

　舟形町教育課社会教育係　☎（３２）２２４６

　※堀内田植え踊り保存会の活動について

か
ね

ば
や
し

最
上
川
舟
運
の

　 
水
夫
た
ち
か
ら
伝
承

受
け
継
が
れ
る

　
　
　
　  

田
植
踊
り

―

堀
内
子
ど
も
田
植
踊
り
は
ど
の

よ
う
に
で
き
ま
し
た
か
？

　堀
内
子
ど
も
田
植
踊
り
保
存
会

を
立
ち
上
げ
た
当
時
は
、
町
教
育

委
員
会
や
堀
内
地
区
の
み
な
さ
ん

の
後
押
し
も
あ
り
、
児
童
た
ち
へ

の
田
植
踊
り
の
指
導
を
決
意
し
ま

し
た
。
踊
り
は
堀
内
田
植
え
踊
り

保
存
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
教
わ
り
、

そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
が
踊
れ
る
よ

う
に
少
し
簡
単
に
し
て
い
ま
す
。

田
植
え
踊
り
は
、
み
な
さ
ん
の
堀

内
へ
の
愛
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

繋
い
で
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―

田
植
踊
り
の
思
い
出
は
？

　一
年
生
の
子
が
、「
大
き
く
な
っ

た
ら
田
植
踊
り
が
踊
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
る
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た

こ
と
、
校
外
で
も
か
け
寄
っ
て

「
先
生
」
と
呼
び
か
け
て
く
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
温

か
く
う
れ
し
い
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
、

今
で
も
当
時
を
思
い
出
し
ま
す
。

地
元
へ
の
誇
り
を
胸
に
、
自
信
を

持
っ
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

堀
内
田
植
踊
り
　
口
上

五
穀
豊
穣
を
願
う

堀
内
田
植
踊
り

―

ハ
イ
　
御
免
な
さ
れ
や
お
旦
那
様
。
四
海
波
こ
そ
静
か
に
て
国
の
治
ま
る
御

　
祝
、
千
秋
万
事
ま
ず
も
っ
て
め
で
と
う
ご
ざ
る
。

―

か
や
　
勝
栗
や
御
俵
、
重
ね
重
ね
の
御
祝
、
千
秋
万
事
ま
ず
も
っ
て
め
で
と

　
う
ご
ざ
る
。

―

こ
の
家
の
御
旦
那
様
に
は
良
き
日
に
日
取
り
を
な
さ
れ
、
岡
作
、
田
作
、

　
上
々
作
が
ま
さ
る
よ
う
、
千
秋
万
事
ま
ず
も
っ
て
め
で
と
う
ご
ざ
る
。

―

一
枚
の
田
で
千
刈
る
田
と
は
あ
の
田
の
こ
と
か
、
こ
の
田
の
こ
と
か
。
上
の

　
田
下
の
田
見
渡
し
て
、
千
秋
万
事
ま
ず
も
っ
て
め
で
と
う
ご
ざ
る
。

―

え
ん
ぶ
り
す
り
の
弥
十
郎
、
隅
か
ら
隅
ま
で
す
り
出
す
。
投
げ
れ
ば
ち
ゃ
ん

　
と
立
つ
ご
と
く
、
千
秋
万
事
ま
ず
も
っ
て
め
で
と
う
ご
ざ
る
。

―

苗
の
取
り
手
は
白
す
ね
豊
後
。
中
田
餅
苗
ま
で
も
と
っ
て
取
り
分
け
、
足
元

　
そ
ろ
え
て

―

四
隅
に
し
っ
か
り
と
、
春
の
は
じ
め
に
初
田
植
え
、
い
や
ま
だ
ま
だ
、

　
ハ
イ
ド
ウ
オ
モ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
提
供
　
堀
内
田
植
え
踊
り
保
存
会
）



広報ふながた　R6.5 12広報ふながた　R6.513

舟形町ではホームページを開設しています。

なかでも「Ｏｈ！ Ｎｅw  Ｎｅw  Ｎｅws」は新鮮な情報が満載。

▼舟形町ＨＰ  https://www.town.funagata.yamagata.jp

最
上
小
国
川

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

　５
月
９
日
、
県
、
舟
形
町
、
最
上
町
、

小
国
川
漁
業
協
同
組
合
な
ど
か
ら
組
織

さ
れ
る
最
上
小
国
川
清
流
未
来
振
興
機

構
（
会
長

　悪
七
幸
喜
さ
ん
）
と
山
形

県
建
設
業
協
会
最
上
支
部
（
支
部
長

　

柿
崎
和
朗
さ
ん
）
の
み
な
さ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
最
上
町
か
ら
舟
形
町
に
か

け
て
最
上
小
国
川
の
ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
最
上
小
国
川
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
環
境
美
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　最
上
町
班
と
舟
形
町
班
は
各
２
班
に

分
か
れ
、
合
計
４
班
７８
名
で
河
川
付
近

の
ご
み
拾
い
を
行
い
、
可
燃
ご
み
、
不

燃
ご
み
約
１
，０
９
０
㎏
を
回
収
し
ま

し
た
。

地
域
で
参
加

舟
形
中
学
校
運
動
会

新
庄
・
最
上
チ
ー
ム

激
走
！
山
口
選
手

　４
月
２９
日
、
舟
形
中
学
校
で
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
の
１
０

０
ｍ
走
な
ど
の
各
種
競
技
の
ほ
か
、
今

年
度
は
町
民
の
方
も
参
加
で
き
る
町
民

種
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
人
を
参

加
対
象
と
し
た
「
か
り
も
の
レ
ー
ス
」

「
保
護
者
学
年
対
抗
綱
引
き
」
、
小
学

生
以
下
を
参
加
対
象
と
し
た
「
お
か
し

と
り
レ
ー
ス
」
が
実
施
さ
れ
、
地
域
ぐ

る
み
の
運
動
会
と
な
り
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　舟
形
中
学
校
で
は
今
後
も
町
民
の
み

な
さ
ん
が
参
加
で
き
る
「
地
域
に
と
っ

て
も
魅
力
あ
る
運
動
会
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　４
月
２７
日
〜
２９
日
、
第
６８
回
山
形
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２８
日
、
新
庄
ス
タ
ー
ト
地
点
を
出
発
し

た
新
庄
・
最
上
チ
ー
ム
は
、
粘
り
強
い

走
り
で
舟
形
町
を
通
過
。
中
継
地
点
は

熱
狂
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　舟
形
町
か
ら
は
山
口
大
陽
（
健
康
福

祉
課
）
が
出
場
し
、
２７
日
に
古
口
〜
升

形
間
９.

６
㎞
、
２９
日
に
は
南
陽
〜
上
山

間
１６.

６
㎞
を
見
事
に
走
り
抜
き
、
チ

ー
ム
に
貢
献
し
ま
し
た
。
山
口
選
手
は
、

「
今
回
の
駅
伝
は
厳
し
い
暑
さ
に
棄
権

す
る
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
が
、
無
事
に
襷

を
つ
な
げ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

春
の
風
物
詩

田
ん
ぼ
の
し
ろ
か
き

最
上
小
国
川
流
域
の

地
域
づ
く
り
を
推
進

　４
月
２３
日
、
中
央
公
民
館
で
最
上
小

国
川
清
流
未
来
振
興
機
構
代
表
者
会
議

が
開
催
さ
れ
、
舟
形
町
や
最
上
町
の
ほ

か
、
最
上
小
国
川
流
域
産
地
協
議
会

（
会
長

　悪
七
幸
喜
さ
ん
）
や
小
国
川

漁
業
協
同
組
合

（
代
表
理
事
組
合

長

　髙
橋
光
明
さ

ん
）
な
ど
２１
団
体

が
参
加
し
、
協
定

期
間
が
延
長
さ
れ

る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　５
月
中
旬
、
町
内
の
各
地
で
田
植
え

に
向
け
て
し
ろ
か
き
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
ろ
か
き
は
、
田
に
水
を
入
れ
、

土
を
砕
い
て
均
平
に
し
て
い
く
作
業
で

す
。
し
っ
か
り
し
た
稲
を
育
て
る
た
め
、

田
植
え
の
前
に
行

う
重
要
な
準
備
で

す
。
水
を
な
み
な

み
と
た
た
え
た
鏡

張
り
の
美
し
い
水

田
が
、
町
内
の
至

る
と
こ
ろ
に
姿
を

現
し
ま
す
。

　町では、令和６年４月３日に発生した台湾東部沖地震で被災された方々を支援するため、義援金を
受付しています。その経過についてお知らせします。

▼問い合わせ／舟形町総務課総務係　☎（３２）２１１１

募金額　13,070円（4月30日現在）

台湾東部沖地震被災地支援募金

　町では、令和６年１月１日に発生した能登地方を震源とする地震で被災された方々を支援するため、
義援金を受付しています。その経過についてお知らせします。

募金額　765,762円（4月30日現在）

能登半島地震被災地支援募金

　
５
月
16
日
、
か
も
し
か
ク
ラ

ブ
発
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
年
間
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。

バ
ッ
ジ
を
つ
け
て

か
も
し
か
ク
ラ
ブ

持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

　
４
月
26
日
、
第
１
回
町
内
会

長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度

の
事
業
に
つ
い
て
各
課
よ
り
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
７
日
、
学
校
運
営
協
議

会
・
保
小
中
一
貫
教
育
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
環
境

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

保
・
小
・
中
が
連
携

よ
り
良
い
教
育
環
境
に

　
４
月
30
日
、
舟
形
町
認
定
農

業
者
協
議
会
総
会
が
舟
形
若
あ

ゆ
温
泉
で
開
催
さ
れ
、
34
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

農
業
の
担
い
手

認
定
農
業
者
が
一
同
に

　
５
月
７
日
、
舟
形
町
役
場
で

舟
形
町
統
計
調
査
員
協
議
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
統
計

調
査
を
円
滑
に
遂
行
し
ま
す
。

政
策
に
反
映
さ
れ
る

統
計
調
査

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

あ
い
さ
つ
運
動

大
場
清
志
さ
ん

指
導
農
業
士
に
認
定

　４
月
１８
日
、
大
場
清
志
さ
ん
（
長
沢

第
１
）
に
山
形
県
指
導
農
業
士
の
認
定

証
が
県
知
事
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
場
さ
ん
は
農
業
委
員
や
土
地
改
良
区

理
事
を
担
い
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

町
の
農
業
を
け
ん

引
す
る
意
欲
あ
る

農
業
者
と
し
て
さ

ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　５
月
１３
日
、
舟
形
小
・
中
学
校
で
あ

い
さ
つ
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
５
月
１３
日
の
「
民
生
児
童
委
員
の

日
」
に
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の

日
か
ら
１
週
間
が
「
民
生
児
童
委
員
活

動
強
化
週
間
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん

の
笑
顔
と
安
全
安

心
の
た
め
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

た
す
き
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まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104

まちの話題、疑問、質問、提言、意見のほか、会員募集やイラストなど何
でも結構です。広報紙上でできるだけ紹介します。

kikakupr@town.funagata.yamagata.jp

「
サ
ウ
ナ
イ
ベ
ン
ト
」

　み
な
さ
ん
、
今
年
は
お
花
見
を
さ
れ
ま

し
た
か
。
私
は
お
花
見
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
葉
桜

に
な
っ
て
し
ま
い
、
で
き
ず
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　さ
て
、
だ
い
ぶ
暖
か
い
日
も
増
え
、
こ

れ
か
ら
夏
に
向
け
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

目
白
押
し
で
す
。

　５
月
２５
日
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
ア

ユ
パ
ー
ク
で
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
体
験
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
よ
り
多

く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
の
数
を
５
基
か
ら
１０

基
に
増
や
す
と
の
こ
と
。
初
心
者
で
も
楽

し
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
方
が
「
整
い
」
に
来
て
く
れ

る
と
良
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
新
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」

　山
形
県
の
体
験
型
観
光
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
紹
介
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「V
IS
IT
 Y
A
M
A
G
A
T
A

」
に
舟
形
町
の

新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
初
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。「
未
来
工
房
（
馬
形
）
」
で
の

「
こ
け
し
の
絵
付
け
体
験
」
と
６
月
１８
日

に
猿
羽
根
山
地
蔵
堂
で
開
催
す
る
「
座
禅

×

蕎
麦
」
の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
掲
載
中

で
す
。

　今
後
も
、
掲
載
予
定
の
体
験
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、「V

IS
IT
 
Y
A
M

A
G
A
T
A

」
か
ら
舟
形
町
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

  

佐
藤

　浩
二

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

　☎
（
３２
）
０
１
０
４

〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム
〜

舟
形
見
聞
録第14

話

インスタグラムは
こちら

【問い合わせQR】

「
地
域
で
仲
良
く
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」

　
５
月
11
日
、
西
堀
公
民
館
を
会
場
に
、
西

堀
地
区
世
代
間
交
流
事
業
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
32
名
の
参
加
が
あ
り
、

ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が
出
る
た
び
に
、
大

き
な
拍
手
と
歓
声
、
そ
し
て
笑
顔
が
会
場
に

広
が
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
最
初
は
戸
惑
い

が
ち
で
し
た
が
、
長
沢
集
学
校
ス
タ
ッ
フ
の

丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
、
参
加
者
の
心
が

通
い
合
う
世
代
間
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
な
５
年
間
が
ス
タ
ー
ト

と
し
た
「
町
内
会
び
じ
ょ
ん
」。
各
町
内
会

で
の
取
組
み
を
今
後
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

　☎（
32
）０
１
０
４

町
内
会
び
じ
ょ
ん
か
ら
①

西
堀
町
内
会

町内会
びじょん

児童福祉サービスの困りごとや要望は
　保育園や学童保育などの町立児童福祉施設の福祉サービスを利用して、困ったことや要望などが
ありましたら、次の第三者委員や苦情受付担当にご相談ください。

◆第三者委員／木島　真紀さん（洲崎）　　［町主任民生児童委員］
　　　　　　　　磯谷　俊輔さん（舟形第３）［ほほえみ保育園保護者会長］
◆苦情受付担当／保育園のこと……舟形ほほえみ保育園　☎（32）2120
　　　　　　　　学童保育のこと…舟形学童保育所　　　☎（32）2126

農業振興課よりお知らせ

令和5年度 事業実績の報告
【目　　的】地域の共同活動を支援し、耕作放棄地の発生を防ぎ、
　　　　　　農業の有する多面的機能の維持・発揮を図る。
【事業主体】野地域保全会ほか17保全会
【取組面積】田 736ha、畑 2ha
【対象期間】令和元年度～６年度（６年間）
【事　業　費】28,027,600円（国1/2、県1/4、町1/4）
【成　　果】地域ぐるみで農地等の維持と地域資源の質的向上のための共同活動を推進することで
　　　　　　耕作放棄地発生防止、農地の多面的機能を発揮することができました。

＜多面的機能支払交付金事業＞

【目　　的】条件不利の中山間地域において、担い手育成による農業生産の維持を通じて多面的機
　　　　　　能を確保する。
【事業主体】檜原集落協定ほか26集落協定
【取組面積】急傾斜地 165ha、緩傾斜地 201ha
【対象期間】令和２年度～６年度（５年間）
【事　業　費】49,428,199円（国1/2、県1/4、町1/4）
【成　　果】集落協定ごとの取組みを行うことで、中山間地域全体の水田の維持、多面的機能の発
　　　　　　揮をすることができました。
▼問い合わせ／舟形町農業振興課農業振興係　☎（32）0947

＜中山間地域等直接支払交付金事業＞

　
井
上
逹
磨
さ
ん（
俳
号
は
井
上
玲
虹
：
野
）

が
、
上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
も
同

じ
言
葉
に
な
る
文
句
「
回
文
」
で
執
筆
さ
れ

た
、回
文
句
集
「
双
龍
」
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
は
、
毎
月
広
報
ふ
な
が
た
の
文

芸
広
場
に
俳
句
を
寄
稿
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

俳
句
の
指
導
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
回
文
句
集
「
双
龍
」
は
回
文
の
み
で
構

成
さ
れ
て
い
る
珍
し
い
句
集
で
す
。

　
中
央
公
民
館
や
新
庄
市
立
図
書
館
、
山
形

県
立
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
井
上
逹
磨
さ
ん

　☎（
33
）２
６
３
１

回
文
句
集「
双
龍
」を
寄
贈

お知らせ

井上逹磨さん（野）

こけしの
絵付け体験

猿羽根山地蔵堂での｢座禅×蕎麦｣

ストライクに拍手喝采

VISIT YAMAGATA
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新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

そらいっぱいの
　　　 こいのぼり
作／羽尻利門

図書室にない本も
借りることができます
除籍図書リユースコーナ
ーの設置期間を５月末ま
で延長しました。ぜひご
来館ください。

町中央公民館図書館
蔵書数 7,900冊
（令和６年４月時点）

　こ
い
の
ぼ
り
に
つ
い
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
由
来
を

聞
く
ケ
ン
ゴ
。
子
ど
も
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
な
が
ら
、

端
午
の
節
句
の
風
景
を
美
し
い
イ
ラ
ス
ト
で
見
れ
る
絵

本
で
す
。

　
５
月
31
日
に
産
直
ま
ん
さ
く
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
３
月
に
も
が
み
中
央
農
協
の
産
直
ま
ん
さ
く
が

閉
店
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
「
ま
ん
さ
く
の
会
」

が
改
め
て
組
織
さ
れ
、
５
月
31
日
か
ら
同
じ
場
所

で
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
管
理
運
営
は
舟
形
町
観
光
物
産
協
会
が
行
い
、

町
の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
31
日（
金
）

　
　
午
前
９
時
〜
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
　
開
店

▼
場
所
／
産
直
ま
ん
さ
く

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
／

　
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
詰
め
放
題

　
・
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
詰
め
放
題

　
　※

と
も
に
無
く
な
り
次
第
終
了

　
・
鮎
の
塩
焼
き
の
販
売
（
舟
形
町
振
興
公
社
）

　
・
焼
き
鳥
の
販
売

　
　（
や
き
と
り
・
か
ら
あ
げ
家

　
　  

米
っ
こ
最
上  

ア
イ
オ
イ
）な
ど

※

６
月
１
日（
土
）（
午
前
９
時
30
分
〜
）も

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）０
９
４
７

６
月
の
食
育
・
地
産
地
消
デ
ー
は
６
月
１５
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）２
３
７
９

こ
の
事
業
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す 第25話

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
コ
チ
ラ

▼
現
在
の
あ
な
た
は
？ 

　
会
社
員

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
運
が
い
い

▼
夢
は
？

　
賢
く
な
る

▼
趣
味
は
？ 

　
キ
ャ
ン
プ

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
食
べ
物
が
う
ま
い

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
元
気
な
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
る

▼
尊
敬
す
る
人 

　
会
社
の
社
長

▼
祝
賀
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
一
言

　
み
ん
な
で
楽
し
く
集
ま
り
ま
し
ょ
う
！

八
鍬  

颯
汰
さ
ん（
紫
山
）

そ
う  

た

男
女
計
世帯

人口と世帯（4/30現在）
：2,328人
：2,412人
：4,740人
：1,841世帯

（＋7）
（－2）
（＋5）
（＋13）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（3/1現在）
：2,047人
：2,149人
：4,196人

（  ）は前月比

二
十
歳
の
祝
賀
会
を
迎
え
ま
す
！

６月の納期

○３月のタバコ税は1,745,130円
○６月の舟形若あゆ温泉の休館日は12日（水）

に
っ
ぽ
ん
い
ち

　中
学
2
年
生
の
夏
休
み
、
幼
馴
染
の
成
瀬
が
ま
た
変

な
こ
と
を
言
い
出
し
た
。
閉
店
を
控
え
る
西
武
大
津
店

に
毎
日
通
い
、
中
継
に
映
る
と
い
う
の
だ
が
。
今
日
も

全
力
で
我
が
道
を
突
き
進
む
成
瀬
か
ら
、
誰
も
が
目
を

離
せ
な
い
！
2
0
2
4
年
本
屋
大
賞
受
賞
作
。

成瀬は天下を取りにいく
著／宮島未奈

　
舟
形
小
・
中
学
校
の
給
食
で
５
月
９
日
、
15
日
、

20
日
に
使
用
し
た
ニ
ラ
は
、
も
が
み
中
央
農
協
さ

ん
よ
り
無
償
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
そ
の

う
ち
、
15
日
は
野
菜
炒
め
に
ニ
ラ
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
他
に
も
鮎
の
一
夜
干
し
や
孟
宗
汁
な
ど
、

舟
形
産
の
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
旬
の
メ
ニ
ュ

ー
で
し
た
。
な
お
、
５
月
28
日
に
も
ニ
ラ
と
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
無
償
提
供
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

起
き
ぬ
け
に
う
ら
庭
に
降
り
立
ち
て

己
が
己
れ
に
問
い
い
る
は
九
輪
草
の
列
は
い
ず
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

千
風
会
【
風
・
ゆ
ら
ぎ
の
音
色
】

　鳥
の
さ
え
ず
り
・
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
・
草
花
の
さ
や
ぎ  

等
の
音
色

白
銀
の
ま
ば
ゆ
き
光
の
遠
き
山

朝
日
と
風
と
た
ゆ
と
ふ
出
羽
の
峰
々

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　渡

　辺

　幸

　子
（
紫

　
　山
）

風
う
け
て
皐
月
の
空
へ
鯉
の
ぼ
る

孫
の
成
長
ね
が
ひ
新
た
に
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

隣
り
家
に
初
お
見
み
へ
の
「
鯉
の
ぼ
り
ひ
る
が
へ
れ
」

風
を
呼
び
大
空
へ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　弘

　子
（
新
　庄
　市
）

五
月
晴
れ
咲
き
し
む
土
手
の
草
花
の

風
が
ゆ
ら
せ
り
ゆ
ら
ぎ
の
音
色

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

葉
桜
や
風
が
ゆ
ら
せ
ば
余
花
の
見
ゆ

命
は
つ
き
ず
赤
き
実
ゐ
と
ほ
し

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

涅
槃
風
草
笛
や
ゆ
ら
ぎ
の
音
色
呼
び
あ
ひ
て

九
十
歳
の
境
地
愛
ほ
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

五
月
雨
や
夫
婦
の
田
仕
事
め
ま
ぐ
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　子
（
光
風
）（
真
　木
　野
）

若
葉
風
ま
と
ひ
て
曾
孫
の
宮
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

涅
槃
風…

四
月
十
二
日
は
不
生
不
滅
の
境
地
に
て
釈
迦
入
滅
。
そ
の
前
後
に

　
　
　
　吹
く
風
の
こ
と
。

短

　歌

老
木
と
言
え
ど
桜
の
咲
き
ほ
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

中
天
の
一
重
に
か
す
む
お
ぼ
ろ
月

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

辛
夷
咲
く
出
羽
の
山
神
降
り
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

病
窓
の
空
見
て
一
ト
日
春
の
夕

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

春
雨
や
友
と
語
る
日
待
ち
侘
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

菩
提
寺
の
空
に
輝
く
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

青
い
空
お
堀
端
に
は
花
筏

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光
　生
　園
）

風
薫
る
森
に
漱
石
読
み
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

ふ
と
見
る
と
山
々
の
中
で
は
え
る
月
山

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　岸

　
　
　麻
理
子
（
光
　生
　園
）

鯉
の
ぼ
り
ひ
孫
と
一
緒
に
散
歩
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

海
に
吹
く
風
さ
へ
花
の
香
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

巡
礼
者
あ
ふ
る
ゝ
今
日
の
花
蘇
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井

　上

　淳

　子
（

　　野
　

　）

　当
季
三
つ
物
連
句

揺
り
椅
子
の
露
台
和
む
や
綺
羅
々
星

　夜
鷹
の
鳴
い
て
更
け
行
く
し
じ
ま

清
和
な
る
天
の
恵
み
に
謝
す
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

　付
合
い
句

都
会
の
露
路
咲
い
て
気
付
か
る
花
も
有
る  

興

　

  

桃
月
（ 

野 

）

　浮
か
れ
る
猫
に
そ
ぼ
降
る
小
雨

　
　
　

  

井
上  

玲
虹
（ 

野 

）

俳

　句

●町県民税第１期
※7月1日まで忘れずに納付しましょう。

Ｖol.1

5月15日（水）
の給食

（舟形産たけのこ使用）
孟宗汁

鮎の一夜干し

野菜炒め

（舟形産はえぬき）

（舟形産鮎使用）

（舟形産ニラ、
　マッシュルーム使用）

ごはん

牛乳

産
直
だ
よ
り

形
舟
産
直
だ
よ
り

形
舟

お

ひ

や

ゐ
と

ひ  

こ

ま  

ち

く

ぢ

ゅ

う

ね
は
ん
か
ぜ
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６月の主な行事予定
第10回ヒストリックカー
　　 ミーティング in舟形（アユパーク）
地区中体連総体前期大会
農業用使用済プラスチック類回収
地区中体連総体後期大会
｢きれいな川で住みよいふるさと運動」
　　　　　 河川清掃（最上小国川流域）
町消防ポンプ操法審査会（アユパーク）
ポンプ性能検査（アユパーク）

９日

15･16日
16日

22･23日
30日

　
昨
年
の
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
引
下
げ

ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
暮
ら
し
に

だ
い
ぶ
戻
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
一
方
、
伝
承
が
難
し

く
な
っ
て
い
た
伝
統
芸
能
な
ど
は
、

ま
だ
再
開
で
き
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
、
改
め
て
コ
ロ
ナ
禍
が
及
ぼ

し
た
影
響
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

感
染
症
対
策
に
は
気
を
付
け
つ
つ

も
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
、
に
ぎ
や
か
な
地
域
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
ゆ
う
）

あ
と
が
き


